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訂正箇所	 誤	 正	 

P.2	 下から 2行目 一方，図 1-1-2bでは，①，②ともに C7垂線が 一方，図 1-1-2b では②の理想的なアライメントに対して，①，③

ともに C7垂線が 

P.62	 図 1-4-2b	 図の差し替え 

間にある膝関節の肢位は屈曲・外反・内旋位，大5と骨盤の間にある股関

節は屈曲・内転・内旋位となる109)（図 1-4-2）．このように近位（上方）へ

向かう運動連鎖を上行性運動連鎖と呼ぶこともある．それでは，これらの

現象は実際にどこまで実証されているのであろうか．

Khamis ら110)は，両脚立位において 10°，15°，20°の傾斜板を用いて両側

の足部を同時に回内させ，脛骨，股関節および骨盤のアライメントに与え

62 第 1章 姿勢制御

骨盤 前方回旋 骨盤 前方回旋

股関節 伸展・外転・外旋 股関節 屈曲・内転・内旋

股関節 屈曲・外転・外旋 股関節 屈曲・外反・内旋

大腿 前方・内側・内旋 大腿 前方・内側・内旋

下腿 前方・内側・内旋 下腿 前方・内側・内旋

距骨下関節 回内 距骨下関節 回内

骨盤 後方回旋 骨盤 後方回旋

股関節 屈曲・内転・内旋 股関節 伸展・外転・外旋

股関節 伸展・内転・内旋 股関節 伸展・内反・外旋

大腿 後方・外側・外旋 大腿 後方・外側・外旋

下腿 後方・外側・外旋 下腿 後方・外側・外旋

距骨下関節 回外 距骨下関節 回外

ａ．骨盤の前方・後方回旋および距骨下関節回内・回外による運動連鎖
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股関節 屈曲・外転・外旋 股関節 屈曲・外反・内旋

大腿 前方・内側・内旋 大腿 前方・内側・内旋

下腿 前方・内側・内旋 下腿 前方・内側・内旋

距骨下関節 回内 距骨下関節 回内

骨盤 後方回旋 骨盤 後方回旋

股関節 屈曲・内転・内旋 股関節 伸展・外転・外旋

股関節 伸展・内転・内旋 股関節 伸展・内反・外旋

大腿 後方・外側・外旋 大腿 後方・外側・外旋

下腿 後方・外側・外旋 下腿 後方・外側・外旋

距骨下関節 回外 距骨下関節 回外

ｂ．骨盤の前傾・後傾による運動連鎖

図 1-4-2 足部および骨盤からの運動連鎖 （文献 109)より改変引用）

ａ．骨盤および距骨下関節からの下行性および上行性運動連鎖を示す（矢印の向きが

運動連鎖の方向を示す）．大Mおよび下Mの空間座標系における変位と，股関節と

膝関節の局所座標系における角度変位を記している．運動連鎖による反応は，起

点となる体節から離れるほど小さくなるため，骨盤前方回旋と距骨下関節回内（図

の左側)では，大Mと下Mの変位は同じであるが，股関節と膝関節の変位は異なる

ｂ．骨盤の前傾・後傾による下行性運動連鎖を示す．体節および関節のアライメント

はすべて逆方向になっている
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下腿 後方・内側・内旋

距骨下関節 回内
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膝関節 屈曲・内反・内旋
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ｂ．骨盤の前傾・後傾による運動連鎖

図 1-4-2 足部および骨盤からの運動連鎖 （文献 109)より改変引用）

ａ．骨盤および距骨下関節からの下行性および上行性運動連鎖を示す（矢印の向きが

運動連鎖の方向を示す）．大Mおよび下Mの空間座標系における変位と，股関節と

膝関節の局所座標系における角度変位を記している．運動連鎖による反応は，起

点となる体節から離れるほど小さくなるため，骨盤前方回旋と距骨下関節回内（図

の左側)では，大Mと下Mの変位は同じであるが，股関節と膝関節の変位は異なる

ｂ．骨盤の前傾・後傾による下行性運動連鎖を示す．体節および関節のアライメント

はすべて逆方向になっている

 

P.73	 図 1-4-9	  参照文献番号 文献 137 文献 138 

P.77	 図 1-4-11	 参照文献番号 文献 134 文献 140 

P.92	 図 2-1-5b	 図の縦軸の説明 股関節部の加速（前向き：推進） 股関節部の加速（鉛直上向き：荷重支持） 

P.97	 図 2-1-7 

中央の図の横軸の説明 

中央の図の線種の説明（一番下） 

下の図の縦軸の数値 

下の図の線種の説明 

 

 

股関節屈曲角度 

股関節 15°，足関節 20° 

-0，-10，-20，-30，-40，-50 

膝関節 110° 

膝関節 60° 

膝関節 15° 

膝関節 0° 

 

膝関節屈曲角度 

股関節−15°，足関節 20° 

0，10，20，30，40，50 

膝関節 0° 

膝関節 15° 

膝関節 60° 

膝関節 110° 
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